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第 30次南極地域観測隊夏隊報告 1988-1989

竹内貞男＊

Activities of the Summer Party of the 30th Japanese 

Antarctic Research Expedition in 1988-1989 

Sadao TAKEUCHI* 

Abstract: The 30th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE) con-

sisted of 54 members, in which twenty-nine of the wintering party at Syowa Station 

were led by M. EJIRI, eight of the wintering party at Asuka Station by S. MESHIDA 

and seventeen of the summer party by S. TAKEUCHI. In addition, two Japanese 
observers, two Chinese scientists and one Norwegian scientist participated. 

The icebreaker SHIRASE, leaving Tokyo on 14 November 1988 and after calling 

at Fremantle, Western Australia, arrived at Breidvika on 17 December. With 
helicopters, unloadings of about 120 t of cargo, eight wintering members for 

Asuka Station and nine members of the summer expedition party for the S0r 

Rondane Mountains region (geoscience, biology, and glaciology surveys) were 

completed on 26 December. Then the ship advanced foward Syowa Station and 

reached it on 29 December. Unloading of about 820t of cargo, and the summer 

operations including field research works, the relief of observations, several con-

structions and renewal of the facilities were carried out until 23 February 1989. 
The multipurpose satellite data receiving system was also completed. On 1 Feb-

ruary all the operations and maintenance of Syowa Station were taken over from 

JARE-29. There happened the accident that three members of the 29th party fell 

into the crevasse of the S0r Rondane Mountains area on 13 January, and the ship 

left Syowa Station for the rescue operation. After picking up the 30th su皿 ner

party at Breidvika, the ship reached again Syowa Station on 19 February. On 
4 March the ship left Lutzow-Holm Bay with the 29th wintering party, the 30th 

summer party, the observers and foreign scientists, and arrived at Sydney, Aus-

tralia on 21 March. All expedition members returned to Tokyo on 28 March by 

air. 

要旨：第 30次南極地域観測隊は，隊長江尻全機以.f54名で編成された．このう

ち昭和基地の越冬隊は江尻全機越冬隊長以下 29名，あすか説測拠，点の越冬隊は出II

成美越冬副隊長以下 8名である． 夏隊は， i~IJ隊k竹内貞男以下 17 名で編成尺れ，

連輪省船舶技術研究所， 11本鑽怜（株）からの 2名tsよび,N極条的に枯つく交換刊学れ

として中杯lから 2名，ノルウエーから 1名が!1i}行した．

1988年 11月 14日東京港を出港した「しらせ」はオーストラリアのフリマント

ル港に岱港した後， 12月 17日プライド湾に到着した． あすか観測拠点での越冬用

物賓およびセールロンダーネ山地での地学，生物，雪氷調査用器材約 120tを揚陳し

た後， 越冬隊員 8名と夏期調査隊員（交換科学者 l名を含め 9名）を残し 12月 26

日昭和基地へ向かった．

昭和加地には 12月29日に到着，諭送（約 820t), 建設作業， 野外』姐査等を 1989
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年 2月 23日まで行った． これまでの間に多目的衛星デーク受信システムの建設を

行い， 2月 1日には越冬交代を行った．「しらせ」は第 29次観測隊のセールロンダ
ーネ山地におげる事故の救援に向かい，救援活動を終えた後，第 30次夏の調査隊員

をプライド湾で収容して昭和某地へ戻った. 3月 411第 29次越冬隊員と第 30次

貶隊員，交換科学者を収容した「しらせ」は昭和枯地沖を離れ，け圧洋観測を実施しな
がら東航を開始し， •オーストラリアのシドニー港に 3 月 21 11人‘港した． 観測隊員

はここで下船 L,28 IJ'li豆路成田咆港に帰着した．

1. はじめに
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第 30次南極地域観測隊（以下「第 30次観測隊」という）は，定常観測を継続するとと

もに 1) 「第II期東クイーンモードランド地域の雪氷・地学研究計画」， 2) 「南大洋の地学研

究調査」， 3) 「陸上生態系構造の研究」， 4) 「テレメトリーによる人工衛星観測」， 5) 「南極

域における気候変動に関する総合研究計画」を菫点的に実施するほか，昭和基地周辺の環境

モニクリングなど，多岐にわたる研究観測を実施することになっていた．

以期行動期間中の観測は 1) によるセールロンダーネ山地の地学調査， 2) による船上で

の軍カ・海上磁気観測， 3) によるセールロンダーネ山地での生物調査などを実施すること

であった．一方，昭和基地での建設作業は，越冬観測の基礎作りとして 4) による観測を実

施するため，多目的衛星デーク受信ヽンステムの建設， 5) による観測のため PPI レーダー建

設のほか貯油タンクや配線ラックの建設等も計画していた．野外調査計画も昭和基地をベー

スとするもの，「しらせ」の帰路に行うものなど数多く計画されていた．

2. 観測計両と隊の編成

第 30次南極地域観測計画 (1988-1990) は， 国立極地研究所専門委員会， 国立極地研究

所運営協議委員会の議を経た上， 1987年 6月 25 日開催の第 90回南極地域観測統合推進

本部総会（以下本部総会という）で審議決定され， 翌 1988年 6月 21 日の第 92回本部

総会において，これに基づく第 30次南極地域観測実施計画（表 1) が決定された．

観測隊の編成は， 1987年 11 月 13 日開催の第 91回本部総会で隊長江尻全機， 副隊長

兼越冬副隊長召田成美，瀾隊長兼夏隊長竹内貞男の決定がなされた後，第 92回本部総会お

よび 9月 1日の持ち回り本部連絡会において 51名の隊員決定が行われた．また第 92回本

部総会では夏隊への同行者 2名と南極条約に基づく中国からの交換科学者 2名とノルウェー

からの 1名の受け入れが承認された（表 2).

3. 経費

第 30次観測隊の経費ほ，総額 2,846,667千円であり内訳は以下のとおりである．

観測隊員経費 148,028千円

観測部門経費 343,617 
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表 1 第 30次南極地域観測実施計画

Table I. Research programs of JARE-30. 

昭和韮地，みずほ甚地，あすか観測処点およびその周辺での越冬観測

区分部門 I
, 9 

観

--・・--

測 項 II I担‘り機関
-- --・・ ・-- --・ 

極光・夜光 I全犬カメラによる観測，写真観測

定 I 1地 磁 双fa~I 定fr'i:視の磁た）め）註の絶に対よ値る地測定磁気―辺・成分の連続観測および11i]上駐線値決 1国立極地研究所

,,吊u, 1軍 離 fロr1I 電測離定 fお•,'<')rよ匡直び短観波測電，屯界強波度に測よ定るオーロラ観測， リオメーター吸収 通信総合研究所

観 1 気 象 I地測上，放気射象観観測測，お贔よ屈び天気象気観解測析， 特殊ゾンデ観測， オゾソ全址観 /双c~ 象 庁

測 I潮
------・ ー---

汐 潮汐観測 海上保安庁

地 震 自然地霞観測 国立極地研究所

'df '心1二 系 テレメトリーに観よ、る点群人［衛星超観高測g，;,;極観域測じょう乱と磁気爛構造
研 I --- の総合観測， 測 による

究観 ＇ 気水 1咀系 極南域極大氷域変大気状動気に態狛お環けの年にる気1々関す候恋動変る総動，面合に研関氷究ーす硯る大総気視11合の研相究互f計「)伸IIi, (5年氷床計画お3よ年び次柑）I I ' 111¥): 極地研究所

測 /_f ... 4/.-... 1,:.;...-; 叫 rrn← ::t:n -ti--.1-t L. 庄 Iヽ Tl,..,...._「四ばた一
,, " -,'→、、 南極における「ヒト」の生

船上および接岸中の観測

定
軍 離 lり'ii オメガ虚波の測定， VHF遣波伝搬測定

--

常
海洋物理・ I

化学 海洋物理観測，海洋化学観測

観
面洋生物面洋生物観測

測 I

測 地底準点観測

通信総合研究所

面上保安庁

国立極地研究所

[1<] :f:: 地理院

第II期東クイー・ンモードランド地域の可水・地学研究i「画
研 I I 

(8年計両 1年次）

1 貰氷・地学 l

セールロンダーネ山地地学澗介

系 地下構造の地球物理学的研究，新生代の地形と地質に関す

究
1 る研究
I m大洋の地学研究叫J鉦 (5年，寸画 2年次）

海底地殻物理探壺，海底地形調i'f I国立極地研究所

観

測
気水圏系 I大気中微惜成分観測，証氷観測

生物・医子→ 陸上生態系構造の研究 (4年計画 3年次）
系 1 内陛露岩域における生態系の研究

昭和基地周辺の環境モニタリング

設営部門経費

訓練 経 費

海上輸送部門経費

南極本部経費

581,778 

14,066 

1,704,592 

54,586 
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表 2 第 30次南極地域観測隊編成表

Table 2. Members of JARE-30. 
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越冬隊 (37名） （年齢は昭和 63年 11月 1日現在）
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34 

34 

29 

気象庁観測部南極観測事務窄

気象庁観測部南極観測事務窄

気象庁観測部南極観測事務‘咲

気象庁観測部南極観測市務‘脊
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I 
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I 
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33 

26 

24 

国立極地研究所研究系

郵政省通信総合研究所鹿島支所

郵政省通信総合研究所亀波部

国立極地研究所事業部（京都大学大学院生）
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機

ょ
い
且

ゃ
ー

ぐ＇ぢ

11 
/・〕
-L→ 

.¥!. 
ぉ
雄

しみず もh

械 I◎清水守
むら 沌．） きん
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谷 崎政弘
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室沖、f・じニ
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大堀 治
よし だ じ ろう
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i やま した 1: ●，よう 1・ 

山下丈三＾
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谷 川陵二
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1 岡 村 宏

ぉ
男
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33 

29 

25 

42 

33 

北海道大学丁学部

大阪教育大学

筑波大学環境科学系

26 国立極地研究所事業部（東北大学大学院生）

39 岡山大学教餐部

: 38 

38 

国立極立研究所事業部
（いすゞ自動車籾川崎工場）

国立極地研究所事業部（（採関電工営架本部）

国立極地研究所事業部
（掬大原鉄工所製造部門）
国立極地研究所事業部
（ヤンマーエンジニアリング硲東京営業所）

35 東点工業大学事務局施設部

41 I国立極地研究所事業部
← ーし ● . . - --- - ，』ー.. -

45 国立極地研究所事業部
I (日本電信電話⑯船橋電報電話局）

36 国立極地研究所事業部
I (日本電信電話（粉福岡市外電話局）

I 28 海上保安庁第一管区面上保安本部
！釧路海上｛呆安部

24 電気通信大学電気通信学部

I 

23次越冬

I 28次夏隊
I 

I 2s次越冬

20, 26次越冬
---- --- ----- --

20次越冬



434 竹内貞男

表 2 つづぎ

Table 2. (Continued) 

担パ7氏

1こしむら じ,.ん

調 理西村淳 36 海上保安庁第一管区海上保安本部
小樽海上保安部

rず ，ヽ ひろゆ 3

鈴 木 t・ り之 26 国立極地研究所事業部（（枕東条会館凋理部）

さか もと が J しげ

療 坂本忠成 56 国立極地研究所事業部
（医療法人南浜会鈴木病院）

たか み しゆん ，． 

◎ 高見俊司 40 国立極地研究所事業部（横浜緑病院）

よし わヽ ゆうじろう

空 占沢雄二郎 40 国立極地研究所事哭部
（北海道航空（株連航部）

おお 六わ と'・ ゆき

大澤利幸 26 国立極地研究所事業部
(B本フライングサービス（枕）

なか にし ひさ たか

中 西久隆 38 国立極地研究所事業部
（日本フライングサービス（松八尾常業所）

のも／げり たか I,

設 営 一 般 野元堀 隆 36 島根医科大学業務部
ぁh よし i 

有 古
唸
央俊 27a i国立極地研究所事業部

I 
i (日本電気（枕宇宙開発事業部）

◎贔汎＇忙箪 39 I国立極地研究所事業部
（信州総合開発観光（松）

◎印は，あすか観測拠点越冬者を示す．

名
一
齢征

い 所 属

医

航

備 考

冬h-
.J 
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夏隊 (l7名） （年齢は11{4和 63年 11 月 1日現在）

担 竹氏 屈
-------------------'------~------貧＿―― I叩馴 所

だけ うち さだ お

副 隊長 竹内貞男 i53 国立極地研究所事業部

i いけ " しゆ いち 1―I - -----
海袢物理！池田俊一 I 41 海上保安庁水路部

- -- " 

、1'(,''"、ぞ', ! 

海 袢 化 学 松木敬―_: 1 25 W上保安庁水路部

わた ぬき ゆたか I I 

海洋生物 綿貫 骰,29 国立極地研究所研究系

- - -- ------ ----―--一▼

ぁ ひろし

測 地 阿部 博 381建設省国土地理院鹿野山測地観測所

ぢ

雪系氷・地学 森もり 脇わ¥ 料~ ―いら I 44 I国立極地研究所研究系

ひ平ら かJIわI-かず・ 幻1:ーみ1・. 41 山梨大学教育学部

ふ船な 木(、 ＇・,(J)、貝-る, 

39 国立極地研究所資料系

野の 木N よ義し 人史み 26 神戸大理学部

時とき 枝えだ 克かつ 安やす
48 島根大学理学部

えん どう たつ お

遠 藤辰雄 1491北海道大学低温科学研究所

ー. . ―.... -・-・- --• -.• .. - . . -・・---
みや わ〕 ひろ み

生物・医学 宮脇博巳 34 佐賀大学教育学部
系 ひがし せい：：：ぅ

東 正剛 39 北海道大学理学部

. ・- . 

11国78~-22次越冬
13, 26, 27次夏隊

＇ニュージーランド
1 堪地
28次夏隊

16次越冬， 25次夏
隊，アメリカ，ォ

＇ーストラリア屈地
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表 2 つ

Table 2. 
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(Continued) 

属

ニ・'---こT・・ニ丁二,=--,こ~,ニ•一―-- -_,_-二.,=,二＝

I 備考

24, 27次夏隊国立極地研究所事業部（金子架設T某加）

国立極地研究所事業部
（日本電気枯）マイクロ波衛星通伯システム
本部第一部）

i 23 I国立極地研究所事業部
I (FJ本電気トランスミッショソニンジニア
i リング（中お）

38 ! 国立極地研究所事業部 ~20, 26次越冬

ー ・ー・---・・- - ---・ ・-- - - . → ---

夏隊同行者

氏名
.. . .. -.  

た /, ・ら

l1l村
いし かが

石）II 

訟
兼
ぃ
嘉

'パヒ
1

ず
，
 

き
一

i

ヵ

I~- 一---- -~-"-"~~----~ —-----~ 
年齢I 所 属

- - - ― - -- --- - ---- - - --

32 

30 
: 

運輸省船舶技術研究所

日木鋼管（株）船舶海洋計画部

交換科学者

氏名＿―|年齢 l 所 属

Yngvar GrnssING 
シー デイロン

笑 迪龍
;(オ ハン

鄭 捏！
. " - -・ " "― ""  

49 ベルゲン大学教授

48 中国電子工業部電波伝播研究所

26 中国科学院大気物理研究所

さらに，観測，設営および海上輸送部門経費の内訳を表 3にしめす．

4. 夏期行動計両と準備

第 30次観測隊の行動計画は，各部門間の調整を重点に観測各部門，設営部門において念

入りに行った．すなわち，今次隊では昭和基地に多目的衛星データ受信ヽンステムの建設を計

画しているため， この建設の作業内容から多数の人手と高度な技術が必要とされるからであ

る．多目的衛星データ受信ヽンステムについてほ隊員決定に先立ち，輸送，建設等に関する技

術面での検討を関係者間で開始し，内地における実機組み立て訓練も兼ねて実施した． 隊員

決定後には，担当隊員を中心に訓練を兼ねた運用試験を実施するとともに分解搬入に関する

討議を行い万全を期した． また夏期の野外調在活動についても， セールロンダーネ山地地域

における交換科学者 1名を含む 9名の地学，生物，雪氷調在，

測等十分な打ち合わせを行った．

ラングホブデにおける生物観

さらに観測隊の夏期行動が「しらせ」の行動と綿密に関連

することから， 「しらせ」との調整をも行った上で第 30次南極地域観測行動実施叶画を策

定し， 1988年 11 月 11 日開催の第 93回本部総会の承認をえた．

りである．観測船「しらせ」は， 1988年 11 月 14 日東京港を出港，

その概要は以下のとお

オーストラリアのフ
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表 3 部門別経費 [AJぶ
Table 3. Breakdown of expenditures. 

”
P
 

ャ
u

"~ 

rrJ 
＝ 

予算額（千円） .J: 要 調 逹物 品

観測部門経費内』｛

極光・夜光

地磁気

軍離 X~l

気象

而洋

潮汐

地理・地形

地震・屯）J

ihi詳生物

宙空系

1,376 

897 

31,666 

94,840 

10,526 

3,671 

34,998 

1,807 

2,106 

49,793 

貨氷・地学系

気水圏系

lj:_物・医学系

共通

設常部門経骰内，沢

(II{{和・みずほ床地関係）

機械 252,104

燃料 56,025 

建築 I 3,923 

I: 木 I

I 
2,636 

通 11;・I 9.240 

f¥: 椋 I 2.295 

梵 fr/Ii ! 22,588 

ft tl1c I I , 900 

防火・防災 I 3,781 

航空 ! 62,581 

（あすか観測拠点関係）

機械

燃 H
,:f1 f, I 
朕招Jヽ

防火・防災

!1~- ;ill 

泊i1: 輸送部門紆費内成

艦 船修理費

航空機修理費

連 行費ほか
- - -

13,372 

25,210 

19,969 

46,735 

89,202 

17,308 

4、438

3,855 

593 

39,309 

933,182 

189,953 

581,457 
.. ~・... . 

、/[lj耗Mr

消耗品

リオメークー，ディジタル，記録装附

総合自動気象処理装骰

堪磁海流壮， PHメーター

可搬式潮位，；/・ 

光波測距依

消耗品

眉耗Mr
フラックスゲート磁））註，全犬カメラ， ーノ 'I、メー
ター， SITテレビカメラ

岩石切断機

雲粒子ゾンデ

行動追跡アルゴス発伯機

'rじ算機維持費， !ft料整理費，梱包11扉j送費

中州児月」：中，小咽':GJ沖，燃料クンク

軽油ほか

消耗品

消耗Mi
HF 無線機， VHF 無線機， FAX~梵胎':

i/'j耗品

消耗品

屈地予備食柑（あすか含い）

衛星受信棟防火設備

オメガ航法装Vi:

叩刊雪上車，木襲I峨そり

南極軽油ほか

HF無線機， VHF無線樅

眉耗品

iiり耗品

貨（料整理費，梱包仙送費

リーマントルを経て， 12月上旬南極圏に入り， 12月中旬ブライドや外においてあすか観測拠

点越冬隊員 8名，セールロンダーネ山地夏期調壺隊員 9名（交換科学者 1名を含む）ととも

に約 120tの物資を揚陸し，雪上車及びヘリコプターであすか観測拠点へ輸送する．同拠点
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での越冬開始に必要な物資輸送完了のめどを 12月末， 迎くとも 1989年の 1月上旬まで

とする． 「しらせ」の昭和基地回航は 1月上旬より遅れない時期とし， 到着後昭和基地越冬

観測の成立に必要な物資の輸送及び夏期建設作業を実施する．「しらせ」の昭和基地回航後，

あすか観測拠点では越冬隊員による越冬準備を行うとともに， 「第n期東クイーンモードラ

ンド地域の雪氷・地学研究計画」と「陸上生態系構造の研究」の一環として交換科学者 1名

を含む 9名の夏期地学，生物，雪氷隊員と数名のあすか越冬隊員によってセールロンダーネ

山地西部・南部において，地学，生物，雪氷及び測地観測を実施する．

一方，船上観測は日本出港以降， 目的に応じて航路上で適宜実施するとともに，海氷域に

おける観測は気象・海洋状況を勘案しつつ，またあすか観測拠点及び昭和基地における越冬

成立のための輸送・建設作業の進ちょく状況をはかりつつ実施する．

昭和桔地においては， 1989年 1月上旬から 2月上旬の間に約 830tの物資輸送を行う

とともに，多目的衛星データ受信ヽンステム等の建設作業を行う．同時にみずほ基地までの地

球物理観測及び無人気象観測装置の引き継ぎのための内陸旅行を実施し，ラングホブデでの

生物調在及び昭和晶地周辺での定常夏期観測を実施する．第 29次と第 30次越冬隊の交代

は 2月上{1Jをめどとし， 2月上旬には「しらせ」は昭和基地を離犀し，ブライドt内において

セールロンダーネ山地調在隊及び第 29次あすか越冬隊員を収容する． 以後， 「南大洋の地

学研究調在」の一環としての諸観測（海上重力測定，海底地形測艤等）及び船上観測（海洋

物理・化学• 生物など）をブライド湾内で実施し，その後は予め計画した日程に基づいて東

航し，マラジ」ージナヤ，アムンゼン｛内におし、て超 l~I曽，生物，地学の観測を火施し， 1りび

昭和駐地に[uJ航し衛星デークのlリl収， 及隊員の収容を行い，それらの終f後，引き続き船上

観測を丈施しつつ 150°E まで東航し， 3月上旬に南極圏を離れオーストラリア・シドニー

浩へ入悲する．なおアムンゼソ誇における行動に支似認をきたさない範囲で適宜，モーソン基

地において気象測器の比較検定を行う．

また，オーストラリアから依頼のあった気象観測用襟流ブイ (2品）を住路の南大洋にお

いて投人する．

5. 夏期行動概投

5. 1. 「しらせ」の行動

1988年 11月 14日東点港を出港した「しらせ」は， 船上観測を丈施しながら南卜＾し，

11月 28日フリマントルに入港した． ここで生鮮食品等を補給し， ォーストラリア気象局

依頼の襟流ブイ 2店と内地から送られた物資を搭載した． ノールウェーからの交換科学者が

乗船し， 12月 3日出港した．船上観測を実施しながら 110°E線に添って南下を続け 8日

に ss0sを通過し，オーストラリア依頼のブイ投入等を行い 12月 17 日ブライド湾の定着

氷 (70°13.2'S, 23°54. 5'E) に到着した. 19日には直行便 2便により「あすか」への第 1
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便と越冬隊員 7名を送り込んだのを皮切りに 26日までにf定の空輸をすべて完了した．こ

の間 LOへの無人観測点機材およびスリング物品の輸送をも行った. 26日ヘリコプターに

よる大型動物のセンサスを行い，ただちに昭和基地に向け進路を取った. 12月 28日リュツ

ォ・ホルム翌りの定着氷 (68°26.l'S, 38°18.6'E) から昭和旭地への第 1使を飛ばし， 29日

見睛らし岩沖に接船した．燃料のハイプ輸送，屯鼠物の水上輸送に続き実施したヘリコプク

ーによるオペレーションでは，駐地への物資輸送，調在隊の送り込み等を 1989年 1月 16

日までにほは完了した．この間 1月4日からは乗組員による基地建設作業支援も行われた．

1989 年 1 月 13 日第 29 次観測隊のセールロンダーネ山地地域調壺隊にクレバス転落•Jf故

が発生した．このため「しらせ」は昭和基地を 16日出発し，救援のためブライド約へ向か

った．現地には 1月 21 日に到着し， 救援活動を実施した． 救援活動を終えた「しらせ」

は 2月 14日七ールロンダーネ山地地域の以期調査隊を収容し， 2月 19日昭和基地沖に

｝だり基地でのオペレーションを再開した．

3月 3日昭和基地に滞在していた第 30次髪隊と持ち帰り物資の収容を行い， 4日東航を

開始した．船上観測を実施しつつ 3月 13日63°S,150°Eに達し，北上を開始し， 16日ss0s

を通過して 21 日オーストラリア・シドニー港に人浩した．

5. 2. 輸送・建設の概要

5.2.1. あすか観測拠点への輸送

1988年 12月 19 日直行便 2機であすかへの第 1便と越冬隊員 7名及び物資 1tを送り

図 la I 1 M AZ-ELアンテナ外観図

Fig. I a. Drawing of the antenna structure. 
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表 4 多11的衛星デーク受信ヽンステムl・：要滸九；
Design parameters of the multipurpose satellite data receiving 

system constructed at Syowa Station. 

所 i南極昭和船地 39°35'24"E,
69°00'22"S 

l l J 11[{和 64年 lJ] 

線/11 mef, AZ-ELァンテナ

数

G/T 
・レドーム損失含む

(• EL 5°)  
--- --- - - ""ー

S-Band 2200~2320 MHz 
X-Band 7860~8600 MHz 

S-Band 24. 8 dB/K 
X-Band 34. 8 dB/K 

人

,!＇-
、
） 尾 ガ

）
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J じ
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PCM(CONV)-PM, YSB-PM, 
PCM-MSK, PCM-QPSK 
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．． 
1
 

-

1

 

t
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ク

._ CCT, High density data 
A I recoder 

処即
Mini-computer MS-175 dual 

・system and image processor 

こんだのを初めとして， 30マイル地点への準備空輸に統き LOへの無人観測点機材及びス

リング物資の輸送を行った． 天候にも恵まれ， 26 日までに予定していた約 120tの物資，

越冬隊員及びセールロンダーネ地域の夏期調査隊員等すべての輸送は完了した．

5.2.2. 昭和基地における輸送

昭和基地における輸送は天候・氷状に恵まれ順調に進んだ． 接岸直後から聞始されたバル

ク燃料輸送及び氷上輸送は 2日半で終了した． バルク燃料の 420klは約 40時間のバイプ
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輸送で完了した．大型・重羅物の氷上輸送は多目的衛星データ受信システム建設資材等のた

め数量が多く，航空機 2機（ピラタスボーター）を含め約 170tに達したが輸送は順調に完

了した. 1989年 1月 2 日から空輸作業を開始し，基地を始め S16, 西オングル島， ラン

グホブデ等約 320tの物資は 1月 16 日空輸を完了した．

5.2.3. 昭和基地での建設作業

今次隊の夏期建設作業は昭和基地のみで実施した．建設作業は 1989年 1月 2 日から 2

月 23日まで行い，主な建設物は多目的衛星データ受信ヽンステム， 200kl貯油タンク，配線

ラック 186m, PPI レーダーぐ亭である．昭和陥地での及期建設等に要した作業人口総数は

813人日であったが， 中でも 350人日を要した多 H的衛星データ受信システムの建設は主

要を占める物である．蔽しい日然環境の中で行う大型建造物の構築は，天候の見極め等も含

めて周到な計画のもとに行った． 建設を始めて 14 日Hの 1989年 1月 15 日にはレドー

ムハネルの組み立てが完了し，耐風構砧物として完成した．その後コーキング等仕上げ作業

と平行して機器すえ付け・配線・調整を行い， 1989年 2月 12 日所期の性能が確認され完

成した．

多H的衛星デーク受伯システムのハラボラアンテナ及びレドームを（図 la,b) に，主要

語）じを（表 4) に示す．

6. 観訓())概虹・

6.1. 船上観測

6.1.1. 直離州観測

南北に伝播するオメガ堪波の距離特性を測定するため，オーストラリア這波を連続受信し

た． また， 80MHz (FM東爪）の軍界強度の距離特性を連続測定した. NNSS航法装置を

用いて軍離層の全這子数とシンチレーシ J ンの連続観測を実施した．

6.1.2. 気水圏観測

船上において次の観測を行＇）た．東成出港から開始した蜆測ば海上気温の鉛直傾度の測定，

海詐上の相対湿度の測崖，悔面温疫の赤外線温度，寸による測走，大気微械成分観測（大気中

の co~, ttJJ水中の CO~, 大気中の 0:1, ュアロ 'Iル）で， 途中 20°Nから昭和基地までオ

ゾンゾ｀ンデによるオゾン観測を実施した． また，永海上では海氷モニター VTR観測，海氷

域のアルベードの測定，氷山の監視観測を行った．

6.1. 3. 海洋物理・化学

往復航路沿いの 80点において表面海水温の測定，塩分，溶仔酸索， リン酸塩，ケイ酸塩，

亜硝酸塩， 1i(i酸塩，アンモニア， pH の測定を行→た． また， 118点において XBTによる

水温鉛虹分布の観測を実施した． さらに 118点において海洋汚染調牡用海水を採取した．

停船観測においては各層観測 7点， CTD観測 8点を行った． 往路 ss013'S, 復路 56°271S
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においてアルゴス漂流ブイの放流を行い，プライド誇および昭和基地沖において電磁流速計

による観測を行った．

6.1.4. 海洋牛物

東爪からシドニーまでの全行程において表面海水モニクリングシステムによって連続観測

を行った． 往路 4点， 復路 4点で停船観測を行い水深 200mまでのナンセン採水器による

採水，二連式ノルパックネットによる水深 200mまでの鉛直引きを行った．航行中連日午

前，午後の 2回艦橋より左舷側半径 150m内の海鳥センサスを各々 2時IHJ連続して行った．

6.1.5. 海上重カ・海上地磁気測定

晴海出港からシドニー入i巷までの「しらせ」航海中の全測線において海上菫力の連続観測

を行った．海上地磁気三成分測定は同じく睛海出港から「しらせ」が睛海に帰港するまでの

全測線において連続観測を行った．全磁力測定のためのプロトン磁力ふセンサーのえい航

観測はケーブルのトラブルのため約 3日間の測定にとどまった．また，地磁気三成分のキャ

リブレーションに必要な 8の字走行は航海中に 5回行った．重力計のキャリブレーションを

行うためフリマントルおよび、ンドニーにおいて，陸上における項力測定を行った．

6.1.6. 環境モニクリング

プライド湾沖でヘリコプターによるアザラシのセンサスを 2時間にわたり行い，全センサ

スコースのうち約 80% において連続写真撮影を行った．

7. セールロンダーネ山地地域観測

7. 1. 地形

セールロンダーネ山地西部・中央部および山地北方において氷河地形，周氷河現象，氷河

堆精物の調査を行った．

7. 2. 測地

セールロンダーネ山地南内部で地形図作成のための枯準点測最・重力測量および地磁気測

贔を実施した．実施作業械は）t~ 準点 11, 点，同補点 12点， 軍力測贔 4 、,.1~:. 地磁気測贔 2

点，対空標識設置 11 点，刺針 23点である．

7.3. 古地磁気

古地磁気学用岩石資料は，セールロンダーネ山地西部地域のシール (Seal)・ピルテン

(Pilten)・ブラットニーバネ (Brattnipane)・オットーボルクグレビンク山 (OttoBorchgre-

vinkfjellet)・ニルスラルセン山 (NilsLarsenfjellet)・ピングビナネ (Pingvinane)・ルンケ

リッゲン (Lunckeryggen)・ウートニッバ (Utnihba) およびベストハウゲン (Vesthaugen)

等の地域から合計 1379個採集した．

7.4. 生物

7 .4.1. 動物
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南極内陸露岩域の士壌動物相を明らかにするため， トビム、ン・ダニ等の抽出を乾性土壌か

ら行うと同時に微気象観測を実施した．また， クマム、ン・センチュウ等を抽出するための湿

性十揺のサ 1/プリ‘ノグを行った．これらは， プラットニーバネ・オットーボルクグレビソク

山・ニルスラルセンIIJ・ヒングビナネ・ルンケリッゲン・ベストハウゲン・シール府・ロ］、

ナエス山 (Rornnaesfjellet) で行い乾・湿十．壌合わせて 8塊を採取した．

7.4.2. 柏物

セールロンダーネ山地において柏物調査を行った．予想に反し多くのサンプルを得ること

がでぎた．サンプル類は地衣類・コケ柏物・緑泌柏物・ラソ藻植物等で約 0.3m3採集した．

採集場所はニルスラルセンIll・オットーボルクグレビンク山・ルンケリッゲン・ブラットニ

ーバネ・ウートニッバ・ベストハウゲソ・シール岩・ロムナエス111等である．

7.5. 気水圏

7 .5 .1. 液封ドリルテスト

シール岩風下の裸氷惜で液封ドリルの掘削試験を行い約 10mほどの氷のコアを採取した．

このドリルを使用する際の条件や次回の準備として必要な項目等有益な情報を多数得ること

ができた．

7.5.2. ナンセン氷原域の雪氷内陸調脊．

あすか観測拠点から A•B ルートを経てセールロンダーネ山地の南側に至る調査旅行を

行った． この旅行では表層ボーリング（ナソセン氷原 A234で 10m), A・Bルート上の

月）心測俎，無人気象観測器の設骰 (A40, A 165, A 246), 歪方陣の引ぎ継ぎ， JMR測点の

設置 (A• B ルート 1—:）， 積可サンプリング， 裸氷惜表面氷ダーティバンドのサンプリング

等を行った．

7.5.3. ブラットニーバネ北面中央部の山岳氷河調壺

川岳氷河（通称l::m氷河）において氷河の流動測定を行ったほか無人観測点の設置， A・ 

Bルートト．の雪尺測定等を行った．

7.5.4. あすかルート周辺の無人気象雪氷観測

あすかルート沿いに発生する強風術の特性やメカニズムを解明することとルート周辺の気

象環境を調べるため無人観測点の設置を行った．観測装置の測定要素は，気湿，気圧，風向，

風速，雪温， 日射，雪温鉛直分布に加えて，あすか観測拠点付近には雪圧，積雪深，降雪強

度も組み込まれている． 設置場所は LO, 30マイル， L85, A 40, A 165, シール岩裸氷原，

あすか観測拠点である．

8. 附和基地周辺の野外行動

8. 1. みずほ基地の引き継き

l月 7Flから 16日の間みずほ枯地往復旅行が行われた．この中で H10から Z80主で



第 30次南極地域観測隊夏隊報告 1988-1989 443 

のルート上で全磁力測定を行った．この間 2kmごととし 47点で実施した．また，これに

併せて H260から 10kmごとの 10測点において重力測定を行った．みずほ基地では無人

観測装骰の引き継ぎおよび保守を行い，ルート J—.では雪尺測定を実施した．

8.2. 袋浦アテリーペンキン調査

1989年 1月 2日より 2月 23日ラングホブデ袋浦に滞在し，アデリーペンギンの調在

を行った．袋浦では 7.3面の小屋を建設し観測に当たった．親鳥のほぼ全数 (119個体）

を計測し，認識票を取り付け観察した． また， 21個体に連統水深記録社を装着する調査方

式では， 10個を回収したが装着方法の改良が必要と思われた． 小型電波発振器を装着して

の行動調在では，受信アンテナの設置方法および記録方法の改良が必要と思われた．そのほ

か親鳥の哺食物調査ルッカリーに滞在する時間，ルッカリーを離れていた時間やひなへの

給餌回数等の調托を行った．

8.3. 全磁力および古地磁気測定

全磁力測心は東オングル島南部域で東西 2測線および南北 3測線で 10mごと 153点で

実施した．内オングル島東部域はほぼ東西 2測線で 25mごと 73、点で実施した．これに併

せて同地域で占地磁気用の定方位サンプルを 10個採集した．

8.4. 地形

東西オングル島において蜂の巣状風化を中心とする風化状況の観察と室内分析試料の採取，

氷河堆積物の観察，海成堆積物の観察と年代測定資料の採集を行った．

8.5. 生物

東占オングル島においてコケ植物，地衣類，ラン操柏物の調在を行った．全般としてセー

ルロンダーネ山地幣に比し植物は非常に貧弱であった．主た，人：侶的環境汚染が進行しつつ

ある．

8. 6. 潮汐

西の油験潮所のベンチマーク No.1040から天測点の間の水準測贔を実施した．

9. 1,1H 」•• 名岬による蜆訓

9.1. 実船による氷海航行性能資料の取得（田村兼吉）

「しらせ」の推進用操縦盤から得られる機関の運転状況とクリノメーターによるピッチン

グ・ローリング角度と角速度を計測し，これに同時に得られた氷状を加えることで氷海航行

の諸性能を計測したまた，氷海停泊時海氷のコアを採取し氷質試験を実施した．

9.2. 「しらせ」の船体に生ずる応力の調査（石川嘉ー）

船体中央付近の船底部に歪ゲージを張り付けし計測を行った．計測は波浪中航行，連続砕

氷航行，チャージング航行時に行ったのに加えて気象，海象情報，氷状，運航状況等も併せ

て調壺を行→た．
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9.3. セールロンダーネ山地周辺の氷床流線にそった雪氷学的研究 (YngvarGJESSING) 

セールロンダーネ山地地域において積雪サンプリングおよび気象観測を実施した．主た，

「しらせ」倅泊中海氷上の積吋サンプリングも rf~施した．

10. おわりに

今次隊では，セールロンダーネ山地での事故のため夏期行動計両を大幅に変更せざるを得

なかった．そのため，叶両していたブライド誇での海洋観測，アムンゼン誇での沿岸調布．，

航路上での停船観測など割愛された部分が多かった．また昭和基地においても夏期作業が伸

びたため，越冬に必要な基地同りの準備が遅れたなどの支障が牛じた． しかし一方では「し

らせ」は南極圏行動期間にケープタウンを往復するなどの費軍な経験を得た．基地作業では，

人手は減少したものの期間が大ljljけに延長されたことから予定外の作業も消化できた．

このような市態の中で，「しらせ」の行動は臨機応疫に対処し，めざましいものがあ→た．

艦長はじめ乗組員の皆様にお礼巾し卜月げる．

(1990 if 8月 9 11ヽ‘芝1叩）


